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都島クリーン作戦 豊中市曽根地区 
子供達によるシャッターペインティング 

水陸両用バスを用いた「未知普請」の啓発活動 

五条東山地区  ワークショップの様子 

Outline of KINKI Project 2004
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未知普請活動の推進 
公共事業は誰のものか…地域との対話活動の取り組み 

社会が成熟し、価値観の多
様化が進むなか、公共事業
のあり方にも変革が求められ
ています。 

　普請（ふしん）とは「普く請う（あま

ねくこう）」と読み、「大勢の人々に労

力をお願いする」という意味の禅語

です。その起源は鎌倉・室町時代に

さかのぼり、鎌倉時代には「道普請」

という言葉が盛んに使われていまし

た。近畿地方整備局では、「道」に

「未知」をあて、道路だけでなく河川

や公園等の公共施設も含め、未来を

切り拓く意も込めて、「未知普請」精

神を広く育むべく、平成14年度から

「対話と協働」、「参加と責任」、「未

知への挑戦」の３本柱をもって「未知

普請」活動を推進しています。 

　平成16年度は、引き続き啓発活動

を推進するとともに、近畿地方整備

局と各府県が緊密に連携し、対話型

行政に向け、積極的な活動を推進し

ます。 
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コミュニケーション型国土行政 ② 

未知普請ロゴマーク 

「地域づくり」の新たな取り組み 
近畿地方整備局では、地域住民が自然、文化、歴史、産業等、地域の多様な魅力・資源や問題点などに 

気づき・考え・行動するための支援を行い、住民、NPO等、協働して地域づくりを実現するための取り組みを進めています。 

□共通プラットフォーム 
  地域再生を効果的に実現していくためは、国の
関係省庁が地域の要望を受け止めるだけではなく、
地域において新たな資源を発掘し、育てていくこ
とも極めて重要な課題といえます。 
　そこで、地域の課題解決に向けて、国の地方支
分部局、地方公共団体、地元経済界の横断的な議
論の場として「共通プラットフォーム」を設立しま
した。また近畿地方整備局をはじめとする地方支
分部局の課長クラスで構成される「地域再生支援
チーム」を設立しました。今後はこれらを活用しな
がら積極的に地域づくり等の支援を行います。 

□車座（ワークショップ） 
　平成16年6月に「紀伊山地の霊場と参詣道」の
世界遺産登録が予定されています。これを契機と
して、近畿地方整備局では、和歌山県本宮町、白浜
町、奈良県十津川村で地域住民の方々や地方自治
体と一緒になり、参加者がひざをつき合わせ、文字
通り「車座」となってワークショップを行い、地域づ
くりについて話し合いました。また、地域住民と行
政が「まち歩き」調査を行い、住民が長年大切にし
てきた資源や隠れた魅力を再発見しました。今後、
この成果を地域づくりに活用して行きます。 

「まち歩き」調査の様子 

「車座（ワークショップ）」の様子 


